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株式会社WAKUWAKUやまのうち
の取組事例 (説明資料)

2016年12⽉20⽇

WAKUWAKUやまのうち
代表取締役社⻑

岡 嘉紀
（地域経済活性化⽀援機構

シニアマネージャー）

資料２
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湯⽥中温泉のある⻑野県⼭ノ内町
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基礎情報①

湯⽥中渋温泉郷 : 湯⽥中温泉、新湯⽥中温泉、星川温泉、穂波温泉、安代温泉、渋温泉、⾓間温泉、上林温泉、地獄⾕温泉

 ⼭ノ内町は、湯⽥中渋温泉郷、志賀⾼原、北志賀からなる
県内有数の観光地として知られる。

志賀⾼原
北志賀

湯⽥中渋温泉郷⻑野電鉄

湯⽥中駅
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基礎情報②

⼈⼝

観光業の
位置づけ

アクセス

観光資源

課題

⻑野県
⼭ノ内町

1.3万⼈

⻑野電鉄
⾼速道路（バス含む）

主たる産業

湯⽥中渋温泉郷、
志賀⾼原 など

・ 宿泊客の減少
・ 観光資源の有効活⽤
・ 冬季への偏重 など

スノーモンキー

よろづや（桃⼭⾵呂）⾦具屋
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スキーブームだったH2年をピークに観光客は減少。
観光地延利⽤者数はピーク時対⽐ 46％
H2年 985万⼈ ⇒ H26 459万⼈
（うち湯⽥中渋温泉郷/H2年 223万⼈ ⇒ H26 121万⼈）
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地獄⾕野猿公苑には、
年間約8万⼈（2015年）の
外国⼈観光客が訪れているといわれています。
⼭ノ内町全体での外国⼈宿泊者数は、年間2.7万⼈程度。
うち湯⽥中渋温泉郷では1万数千⼈に留まっています。

スノーモンキー
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取組内容
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具体的に着⼿している湯⽥中温泉「かえで通り」

ゲストハウス、B&B

美湯の宿

島屋 共益会館

よろづや

ビアバー、レストラン

案内所、カフェ

湯⽥中駅
清⾵荘 かつては、多くの観光関連店舗が⽴ち並んでいた

通りだが、観光客の減少や担い⼿不⾜によって、
⾮稼働の店舗が多く存在している。

必要な機能
（インバウンド向け）

情報発信

インバウンド観光客の
滞在環境を整備
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【参考】 「かえで通り」
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事業スキーム
 本取組の主体は、直営店舗の運営及びDMOとしての情報発信等を⾏う「WAKUWAKUやまのうち」
と、未活⽤物件の取得・改修／賃貸等を⾏う「WAKUWAKU地域不動産マネジメント」からなる。

取組の全体像

Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｉ
Ｃ

観
光
客
︵
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
他
︶
␓
地
元
客

取得、
改修

資⾦

商品企画、
情報発信㈱

Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ

地
域
不
動
産
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

⼋
⼗
⼆
銀
⾏
他

物件Ａ

地域の
若⼿

既存事業者

既存事業者

地域の
若⼿

既存事業者

Ａ
Ｌ
Ｌ
信
州
観
光
活
性
化
フ
␼
ン
ド

資⾦・
専⾨家

賃貸

地域の
若⼿

新規
事業者

新規
事業者

㈱
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ

や
ま
の
う
ち

資⾦ 物件Ｂ

物件Ｃ

物件Ｄ

物件Ｅ

WAKUWAKU
やまのうち
まちづくり協議会

観光地⾦融機関 発地

「まちづくり」 「ひとづくり」

資⾦

資⾦

賃借、
改修

賃貸

※ (株)WAKUWAKUやまのうちの
期運転資⾦も同ファンドからの投融資。
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【参考】 約1年の活動による効果（例）

 「かえで通り」の旅館（データを提供頂いた1旅館の実績）では、我々が活動を開始した初年度の
冬季における訪⽇外国⼈の宿泊者数が⼤幅に増加した。
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－29%

+86%
+199%

+26%
訪⽇外国⼈の宿泊者数が
⼤幅に増加

集客施策を開始
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「まちづくり」の取組
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遊休物件のリノベーション
 旧⻘果店や旧洋品店、旅館などの遊休物件を活⽤し、地域の⽂化などを踏まえたリノベー
ションによって、必要な機能を補完する店舗をオープンした。

ビアバー&レストラン

カフェ&スペース

旧⻘果店

旧洋品店

地元⾷材 × 発酵⽂化

ʻお茶ʼのメニュー

旧旅館
ホステル ホステル&カフェ（ZEN、外部事業者へ賃貸）
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⽉例のまちづくり委員会（兼 協議会）
 ⽉に1回の「まちづくり委員会」を開催し、地域の⽅々や専⾨家の意⾒を聞きながら、
店舗のオープンに向けた作業を進めた。

参加者 ： 旅館の社⻑・⼥将、不動産屋、地銀⽀店⻑、地元事業者、農家、建築⼠、地元若⼿ 他
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「ひとづくり」の取組
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経営者⼈材（雇⽤主）の育成

事業計画 スタートアップ 事業の安定化 事業の成⻑

正社員として
給与を⽀払、
計画策定⽀援 他

無休、
⾃⼒で計画

初期投資を⽤意、
労働保険等を完備
（時間等の制約あり）

・事業計画書の策定 ・物件取得、設計/施⼯等

・労務等、契約関係の整備
・集客、オペレーションの強化
・職場環境の整備

・キャッシュフローの安定化
・経営体制の整備

貯⾦と借⾦で
初期投資や給与等⽀払
（銀⾏が貸してくれれば）

個⼈事業主として関与
（保険⽀払いや諸⼿続き
を⾃分で⾏う）

マーケティング⽀援、
総務・経理・⼈事等
のサポート

独⽴⽀援
（ファンドからのEXIT）、
間接業務の引き継ぎ

⾃⼰啓発の中で
学びながら事業を運営
（成⻑途中で頓挫も）

地域で事業を
⾏いたい若者
（資⾦、経験が
不⾜） WAKUWAKUやまのうちの事業として運営

起業のプロセス

⾏うべきこと
（1例）

■ WAKUWAKUやまのうちは、将来の地域の担い⼿を育てるため、起業のプロセスの初期段階を
内部の事業として⾏い、事業の成⻑フェーズでの独⽴も⽀援する。
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㈱WAKUWAKUやまのうち
取締役 飲⾷事業部⻑
君島登茂樹
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㈱WAKUWAKUやまのうち
取締役 宿泊事業部⻑
⻄澤良樹
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地域の若⼿ネットワーク
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内部ミーティングの様⼦
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情報発信
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step1 ： 活動を地域内外に知って頂く
※ 観光庁「地域資源を活⽤した観光地魅⼒創造事業」を活⽤
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step2 ： 認知を⾼めながら、成果に繋げていく

 2016年度は、インバウンドを対象としたハード整備を⼀気に⾏うと共に、
snowmonkeyをアイコンとした情報発信を「宿泊と周遊の促進」を⽬的として⾏っている。

2016年4⽉ 2016年10⽉ 2017年3⽉

ハード

ソフト
・ 周遊マップ
・ シブニウミ画展

・ 東京での訴求（東京から地⽅へ）
・ 海外へのWEBマーケティング

・ ⼩冊⼦

・ 多⾔語対応WEBサイト
・ ⾃転⾞あさひコラボ

「宿泊と周遊の促進」

新施設
（2⽉1⽇オープン）

・ バスツアーの造成

※ 観光庁「地域資源を活⽤した観光地魅⼒創造事業」を活⽤

24
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最後に
できていること

今後の課題

 地銀を含む、⺠間主導の⾯的活性化（への着⼿）
 ファンド等、リスクマネーを活⽤した休廃業旅館の利活⽤
 地域の若⼿⼈材の育成
 DMOとしてのマーケティング／地域マネジメント

ま
ち

づ
く
り

ひ
と

づ
く
り

情
報

発
信

・ 買い物や体験などができる店舗の設置
・ 街灯などを含む、基礎的な街並みの改修

・ IターンやUターンによる、定着するスタッフの確保
・ 更なる経営者候補（若⼿）の招聘／育成（給与補助等があると助かる）

・ 発地（海外、⾸都圏 等）での発信強化
・ バスツアーなど、グリーンシーズンを含む旅⾏商品の拡充

・ 空き家や古⺠家等の利活⽤

・ 早期の事業承継による担い⼿の若返り
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